
ドキュメンタリー映画 「ゆうやけ子どもクラブ！」完成試写会

第１回　2019年５月９日（木）
ルネこだいら・レセプションホール
10:00開場　10:30開演   入場無料  申し込み必要

第２回　2019年５月25日（土）
ルネこだいら・中ホール
13:00開場　1３:30開演　入場無料  申し込み必要

企画  ドキュメンタリー映画「ゆうやけ子どもクラブ！」上映実行委員会
製作  井手商店映画部
監督・制作  井手洋子　撮影 中井正義　編集 大川景子
2019 年　120 分　カラー

会場への交通・アクセス

西武新宿線｢小平駅｣下車、南口徒歩 3 分

駐車場はありません。
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ドキュメンタリー映画「ゆうやけ子どもクラブ !」上映実行委員会
〒187-0032　東京都小平市小川町１－９８３　ゆうやけ子どもクラブ内
TEL/FAX 042(344)2448　Email:akanekai@ia8.itkeeper.ne.jp

　「40 周年記念のコンサートで自分たちの活動を映像で何か見せたい‥‥」
ゆうやけ子どもクラブから連絡をいただいたのがきっかけでした。それまで
ゆうやけ子どもクラブどころか、障害を持つ子どもたちの放課後を支援する
活動があることすらまったく知りませんでした。映画は、私と同じように放
課後支援のことを知らない人たちに見てもらいたい、知ってもらいたいとい
う思いでつくりました。
　取材当初は、子どもの名前すらよくわからず、しかも子どもたちの放課後
は、多様で予測不能。何をどう撮影してよいのやら、わからないことだらけ。
それでも、個性豊かな子どもたちの表情や溢れるエネルギーに魅かれて通い
ました。子どもにトコトンつきあうという、ゆうやけ子どもクラブの姿勢、

その中で育つ力を少しずつ養っていく子
どもたち。ゆうやけ子どもクラブのあっ
たかな雰囲気とともに、子どもたちの成長や変化の兆しをわずかでも捉えるこ
とができていたらと思います。
　カメラの中井正義さんは映画のめざすところを理解して、肩をこわすほど懸
命に子どもの行動を追ってくれました。編集の大川景子さんも、私と一緒に面
白がって、膨大な撮影素材から子どもの微妙な変化やつぶやきを拾い上げてく
れました。ゆうやけ子どもクラブの保護者の方々のご理解やご協力、そして、
何より子どもたちが私たち撮影隊（2 人ですが）をいつも受け入れてくれたこと
にとても感謝しています。
　この映画が、ゆうやけ子どもクラブの活動、さらには一人ひとりの子どもの
持つ豊かで多様な世界に多くの人が目を向ける、そんなきっかけになることを
願っています。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 井手洋子

試写会参加申し込みファックス送信票 FAX 042-344-2448
日にち：　□１回目　５月９日（木）　　□２回目　５月 25 日（土）
人数：（　　　　）人
お名前：（　　　　　　　　　　　　　　　　　）
ご連絡先（メールもしくは電話番号）：（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
※電話やメールでも、受け付けています。上記の内容をお伝えください。　
※試写会のため、上映後、感想用紙の記入等に、ご協力ください。

を入れてください

　ゆうやけ子どもクラブ（東京都小平市）は 1978 年、子ども 4 人、ボランティ
ア 5 人が集まって発足した。障害のある子どもの放課後活動を進める、全国的に
も草分け的な存在だ。

　　2012 年には、放課後等デイサービスという制度（児童福祉法）ができた。それ
にともなって、障害のある子どもの放課後活動を行なう事業所は急速に増えている。ただし、
商品を提供するかのように、あらかじめメニューやプログラムを定めて、そこに子どもを
当てはめるやり方もしばしば見受けられる。
　だが、ゆうやけ子どもクラブの実践は、何よりも、子ども１人ひとりを深く理解すると
ころから始まる。そして、他者と気持ちをやりとりする力を育てるなど、その子の「内面
の課題」に即した活動を、遊びや生活をつうじて柔軟・タイムリーに創り出す。そして、
保護者たちは、にぎやかで温かな家族のように集っていく―。
　今回のドキュメンタリー映画「ゆうやけ子どもクラブ！」は、そんな活動のいったんを
切り取ることを試みた。ぜひ試写会に足を運んでくださって、感想をお寄せいただきたい。
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